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出席者は記録者が印を付ける。出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）する

＜連絡事項＞

· 北病棟入院中の患者様、高橋　幸雄様（34）の今後の予定について、退院前訪問指導　12/5、退院予定12/13、デイケア利用開始12/16（火.木.金利用）、初外来12/16、退院療養検討会12/10の13：30～となっている。

· 第5回法人研修（12/2、17:30～）第6回院内研修（12/4・12/5、17:30～）開催。出席表に入力すること。
· Forの写真投票、本日締め切り。まだ投票していないスタッフは本日中に投票する事。

＜外来患者様情報＞

· 沢田　三郎様～特に変わりない。

· 伊藤　雄一様～通所利用以外の日はじっと部屋に居る。

· 横町　浩　様～「頭がボーッとする時はしゃがんでいれば良くなる」「まだ体調が悪いので働く事

はできない」と話されている。

· 関　秀治　様～目の充血は治っていない。点眼薬はまだ以前処方された分が残っているとのこと。

就労訓練はアドバイスを受けながら行っている。

· 久保　興介様～通所での生活は良い感じと話されている。

· 関口　禅　様～特に変わりないとのこと。

· 田名部一樹様～自宅が乾燥していて咽頭痛があるとのこと。鼻水も出ているが、風邪薬の処方は不

要と話されている。

· 島浦美千男様～低カリウム血症の為、アスパラＫ（カリウム製剤）が処方されている。12月再検

査あり。血糖値･ヘモグロビンA1C・肝機能、正常値であり、ネオファーゲン処方中止となっている。

· 村上　サチ様～当院受診再開となっている。

＜通所利用者様情報＞ 
· 種市　久子様～昨日18:00頃本人より電話があり、訪問看護に対しての不満を訴えている。「気分

が苛々して吐きたくても吐けない、手を果物ナイフで2箇所切った」とのこと。本日12:00頃再度本人より電話があり、昨夜22:00頃から2時間位胸に痛みがあり訪問看護に電話したところ、対応が悪く苛々して5回リストカットしたと話している。興奮気味に話していたが、スタッフが傾聴することで落着きを取り戻すことができている。苛々した場合は青陽館に来所してスタッフへ相談する様に伝えている。次回は12/4来所予定とのこと。

· 田中　一　様～昨日ケース検討会議あり。引越しの日時、方法・金銭管理・郵便物・ライフライン
の手続き・デイナイトケア利用について検討している。グループホーム（あおば）への引越し日程は12/9に決定。12/1に病院SW・青明舎スタッフが本人宅訪問した際、引越しに関わる手続きを行う。12/2・3は自宅にて法要の打ち合わせがあり、終了次第デイケアへ来所したいと本人希望。12/5は法要の為デイケアを欠席するとのこと。デイナイト利用開始については今後担当医と相談し検討していく。

· 荒木地和弥様～昨日担当スタッフと面談。「デイケア利用は疲れることもあるが、週5日で続けて

利用したい」とのこと。本日は私用のため欠席している。

· 高橋　洋子様～本日午前中、胃痛を訴えている。昼食は全量摂取しているが、早めに帰宅されてい

る。娘様に連絡済。

· 上岩　英治様～昨日八戸赤十字病院受診し、ＣＴ検査実施。左肺に7cm程の陰影（詳細不明）があ

り。昨日救急入院となっている。入院し検査を行い、治療方針が決定次第、情報提供があることとなっている。

＜決算検討会議報告＞

· 重油価格の高騰（1リットル68円→110円）に伴い、通所の光熱費増額が目立っている。床暖の設定時間を調整し節約をすること。

· 施設の温度管理を徹底し、12月中は12時から14時の間床暖を切り、気温が低い場合はエアコンで対応すること。

· 電気、水道、電話、消耗品に関しても継続して節約すること。

＜通所利用者様事例検討＞

田中　正士様（67）　主病名：統合失調症　　通所利用　5年4ヶ月

検討内容　治療計画の見直し

○治療計画

· デイナイトケア内での役割を程よく持ち、全体との関係の中で自発的に動く事が出来るように働きかける。働きかけを通じ、心身能力の維持を図るとともに、達成感・自己効力感の獲得を図る。

· 自立心が強いので、本人のプライドに配慮して関わる。

· 変形性脊椎症により歩行不安定な為、運動プログラムや移動時は事故のないように見守る。

○最近の様子

· 以前は足の痛みや不眠などにより不機嫌となり、スタッフの声掛けに対しても無視するなどの行動がみられていたが、最近はスタッフに不調など訴える事ができている。

· 対人交流に関して、本人からは「自分から一歩踏み出して他者に対して話し掛けることが難しい」という訴えがある。特定のメンバーとの交流は出来ている。SSTには参加できているものの、学んだ事を実際の日常生活に活かす事が出来ていない。

· 体重を維持したいという本人の目標があり、運動プログラムには積極的に参加できている。

○今後の治療計画

· 自分の抱えている問題を不機嫌という形で表すのではなく、スタッフに話すことで処理できるようにサポートしていく。

· 対人交流に関しては漠然と会話する事を目標とするのではなく、目的のある会話ができるようプログラムや相談を通じて本人をサポートしていく。

＜SST報告＞

全体的にメンバーからテーマの提案が無く、スタッフがお題を決めている。

デイケア

題目「年末年始のあいさつ」

· メンバーから相手役1名を選出し、挨拶する役を一人ひとり指名して実施。

· メンバーからは「できない」「わからない」という意見もある。

· なかなかお題がメンバーから出てこず、出てきても数名の特定メンバーのみが発言している状態。その他のメンバーでも、スタッフが話を振ることで発言することは出来ている。

題目「金銭を貸してと頼まれた際の断り方」

· スタッフが相手役となり、メンバー1人ずつ指名して実施。

· 「今持っているお金は用途が決まっている」「自分も貸して欲しいぐらいだ」と冗談を交えて断る意見と「2回までは貸すが3回目は貸さない」という意見がきかれている。










